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JAニュース
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
開
始
式

が
4
月
5
日
、
江
津
市
の
パ
レ
ッ
ト

ご
う
つ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
交

通
安
全
を
願
い
、
反
射
た
す
き
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
交
通
安
全
活
動
を
通
し

て
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
安
心
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
26
日
、
出
雲
市
大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館

に
て
「
Ｊ
Ａ
―
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
２
０
２
３
」
と
題
し
、

信
用
・
共
済
事
業
合
同
で
優
績
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
の
活
動
に
お
い
て
、
組
合
員
・
利

用
者
の
皆
様
へ
信
用
・
共
済
事
業
を
積
極
的
に
提
案
し

た
渉
外
担
当
職
員
や
支
店
・
部
署
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
か
ら
は
、
Ｌ
Ａ
２
名
、
支
店

３
店
、ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
見
事
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
大
中
Ｌ
Ａ
は
県
下
１
位
の
成
績
を
含
め
５
部

門
で
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
式
の
最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
江
津
支
店
の

橋
岡
Ｌ
Ａ
が
、
令
和
６
年
度
渉
外
活
動
へ
の
熱
い
決
意
表
明
を
行
い
式
典
は
終
了

し
ま
し
た
。
今
後
も
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
の
役
職

員
が
一
丸
と
な
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

信
用
部
門

〇
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
表
彰　
セ
ッ
ト
推
進
部
門

第
１
位　
い
わ
み
中
央
統
括
支
店　
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

〇（
店
舗
競
励
優
績
店
舗
表
彰　
決
済
部
門
）

第
６
位　
金
城
支
店

第
８
位　
江
津
支
店

第
10
位　
浜
田
支
店

共
済
部
門
　

〇
大
中
Ｌ
Ａ　
特
別
優
績
Ｌ
Ａ
賞

　
　
　
　
　
　
通
算
表
彰
５
回

　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
部
門
賞

　
　
　
　
　
　
生
命
万
一
基
盤
部
門
賞

　
　
　
　
　
　
生
存
保
障
基
盤
部
門
賞

〇
橋
岡
Ｌ
Ａ　
建
物
基
盤
部
門
賞

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
『
令
和
６
年

度
事
業
進
発
式
』
を
４
月
20
日
に
江
津

市
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
日
髙
専
務
が
「
Ｊ
Ａ
役
職
員
は
組
合
員
か
ら
大
き
な
負
託

を
あ
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
も
事
業
計
画
に
そ
っ

て
役
職
員
が
ご
努
力
い
た
だ
き
、
更
な
る
事
業
の
伸
長
を
お

願
い
し
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
永
年
勤
続
表
彰
の
後
、
各
部
長
、
統
括
支
店
長
、

子
会
社
の
㈱
オ
ー
ト
パ
ル
み
ど
り
、
㈱
い
わ
み
中
央
Ｊ
Ａ
葬

祭
セ
ン
タ
ー
か
ら
令
和
６
年
度
事
業
方
針
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
経
営
改
善
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
全
役
職
員
で
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
営
農
・
経
済
事
業
改
革
の
取

り
組
み
事
例
と
し
て
、
農
林
水
産
省
や
他

県
の
Ｊ
Ａ
で
の
取
り
組
み
事
例
を
研
修
し

ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
佐
々
木
本
部

長
が
「
経
営
改
善
計
画
を
行
っ
て
い
く
中

で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
情
報

等
を
お
伝
え
し
、
と
も
に
色
々
な
改
革
を

す
す
め
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
述
べ
、
進
発
式
を
終

了
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
も
役
職
員
の
気
持
ち
を
ひ

と
つ
に
、
一
人
一
人
が
目
標
意
識
を
持
っ

て
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
開
始
式

全
職
員
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
！

上
期
事
業
進
発
式　

令
和
６
年
度
ス
タ
ー
ト

令
和
５
年
度　

信
用
・
共
済
合
同
表
彰
式

大中ＬＡ大中ＬＡ橋岡ＬＡ橋岡ＬＡ

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース
菌
床
平
茸
生
産
組
合
（
幸
田
誠
組
合
長
）
は
５
月
12
日
、

浜
田
市
金
城
町
波
佐
川
根
家
に
て
菌
床
平
茸
生
産
組
合
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

幸
田
組
合
長
ら
生
産
者
４
名
が
参
加
し
、
令
和
５
年
度
産

の
事
業
及
び
決
算
等
の
報
告
を
行
い
、
令
和
６
年
度
の
活
動

方
針
や
菌
床
平
茸
、
キ
ク
ラ
ゲ
生
産
量
の
向
上
、
組
合
員
の

増
員
な
ど
を
協
議
し
ま
し

た
。令

和
６
年
度
は
出
荷
量

５
５
０
kg
、
キ
ク
ラ
ゲ
出

荷
量
７
０
０
kg
を
目
標
に

掲
げ
、「
消
費
者
の
皆
様

に
お
い
し
い
平
茸
、
キ
ク

ラ
ゲ
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
組
合
員
一
同
取
組
ん
で

い
き
た
い
。」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

５
月
１
日
に
、
サ

ン
ピ
コ
ご
う
つ
（
江

津
市
後
地
町
）
で
販

売
促
進
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
良

く
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
お
客
さ
ん
に
ご

来
店
い
た
だ
き
ま
し

た
。
店
頭
で
は
、
乾

椎
茸
の
詰
め
放
題
を

は
じ
め
、
生
椎
茸
や

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、

さ
や
え
ん
ど
う
の
販

売
、
ス
ナ
ッ
プ
え
ん

ど
う
の
詰
め
放
題
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、

当
日
は
１
，０
０
０

円
以
上
お
買
い
物
さ

れ
た
方
に
、
島
根
県
産
の
き
ぬ
む
す
め
、
つ
や
姫
の
掬
い
取

り
も
開
催
し
ま
し
た
。
お
米
掬
い
取
り
の
参
加
者
は
少
し
で

も
多
く
お
米
を
掬
う

よ
う
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
今
後
も
管
内

の
野
菜
、
加
工
品
な

ど
を
消
費
者
の
皆
様

へ
お
届
け
し
ま
す
。

菌
床
平
茸
生
産
組
合

定
期
総
会
開
催

サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ販

促
開
催
!!

エコキャップ・プルタブ回収運動の終了について
この運動については地域貢献活動として、女性部を中心にいわみ中央地区本部と共に長年取り組んでき
ました。
取り組み当初は自治体等多くの組織がこの運動に取り組んでいましたが、プラスチックを取り巻く社会
情勢が変化したため撤退され、エコキャップ回収については管内では、いわみ中央地区本部のみが実施し
ているため収集量は多くなってきています。
しかしながら、分別されていないものや汚れがひどいものも多く、回収業者に送付することが出来ず仕
分け作業に時間を要しているのが現状です。
また、運送のコストが増加していることや、リサイクル業者によるエコキャップ・プルタブの買取価格
が低いため回収袋代金や送料等の費用負担が年々増加しています。
このような現状から、いわみ中央女性部と共にエコキャップ・プルタブ回収運動を令和６年９月末
で終了することと致しました。
何卒ご理解賜りますようお願いいたします。

ＪＡしまねいわみ中央地区本部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
の
女
性
部
員
が
携

わ
っ
た
お
花
見
弁
当
を
い
た
だ
き
、
春

を
満
喫
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
住

民
の
方
か
ら
「
花
桃
の
苗
木
は
花
が
終

わ
っ
た
あ
と
の
実
か
ら
種
を
取
り
、
植

え
付
け
て
増
や
し
て
い
る
」
と
の
お
話

を
聞
き
、早
速
、「
家
で
育
て
て
み
よ
う
」

と
種
を
拾
い
集
め
た
り
、
住
民
が
育
て

た
苗
木
を
数
本
買
っ
て
帰
ら
れ
る
部
員

の
方
々
も
。
川
角
集
落
の
美
し
い
景
色

と
住
民
の
熱
い
思
い
か
ら
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
た
よ
う
で
弥
栄
女
性
部
員
の
更
な

る
元
気
な
勢
い
を
感
じ
ま
し
た
。
10
年

後
に
は
き
っ
と
弥
栄
も
第
二
の
桃
源
郷

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

４
月
４
日
、
弥
栄
女
性
部
（
山
根
ひ

と
み
支
部
長
）
は
、
部
員
27
名
で
邑
南

町
の
「
花
桃
の
里
」
へ
親
睦
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。

「
花
桃
の
里
」
は
邑
南
町
口
羽
の
川

角(

か
い
ず
み)

集
落
に
あ
り
、
桃
の
花

の
時
期
に
は
そ
の
美
し
い
景
色
を
一
目

見
よ
う
と
遠
く
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

る
有
名
な
集
落
で
す
。「
天
国
に
一
番

近
い
里
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

標
高
が
高
く
、
住
民
の
平
均
年
齢
80
歳

と
い
う
意
味
合
い
も
含
め
て
住
民
自
ら

言
い
始
め
た
そ
う
で
す
。
人
が
減
り
荒

れ
て
い
く
風
景
を
寂
し
く
思
い
、
耕
作

放
棄
地
に
住
民
が
花
桃
の
苗
木
を
植
え

続
け
、現
在
２
，６
０
０
本
ま
で
に
な
っ

た
ま
さ
に
桃
源
郷
。
旅
行
当
日
は
、
ま

だ
咲
き
始
め
で
し
た
が
、
赤
、
白
、
ピ

ン
ク
の
色
と

り
ど
り
の
花

桃
や
一
面
黄

色
の
菜
の
花

を
眺
め
、
写

真
を
撮
り
な

が
ら
楽
し
そ

う
に
散
策
し

て
い
ま
し

た
。
お
昼
は

３
月
17
日
、
跡
市
女
性
部(

平
川
節
美
支
部
長)

は
跡
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
手
芸
教
室
を
開

催
し
、
部
員
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
家

の
光
２
月
号
を
参
考
に
毛
糸
を
使
っ
た
『
ふ
わ
ふ

わ
ブ
ロ
ー
チ
』
を
作
り
ま
し
た
。
副
支
部
長
の
森

﨑
玉
恵
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
用
意
さ
れ
た
カ
ラ

フ
ル
な
毛
糸
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
色
を
選
び
、

か
ぎ
針
で
編
ん
で
い
き
ま
し
た
。
編
み
方
は
、
鎖

編
み
と
引
き
抜
き
編
み
で
し
た
が
、
途
中
編
み
図

で
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
や
最
後
に
花
の
形
に
し

て
い
く
難
関
作
業
も
あ
り
、
森
﨑
さ
ん
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
可
愛
ら
し
い
ブ
ロ
ー
チ
に
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
部
員
た
ち
は
出
来
上
が
っ
た
「
ふ
わ

ふ
わ
ブ
ロ
ー
チ
」を
早
速
胸
元
に
付
け
、「
セ
ー
タ
ー

や
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
ピ
ッ
タ

リ
！
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

３
月
24
日
開
催
の

総
会
で
は
出
来
上

が
っ
た
ブ
ロ
ー
チ

を
全
員
で
付
け
参

加
し
ま
し
た
。

３
月
25
日
、
三
保
女
性

部
（
猪
俣
房
子
支
部
長
）

は
、
三
保
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
春
の
寄
せ
植
え

教
室
を
開
催
し
、
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師

に
「
く
つ
ろ
ぎ
庭
」
の
田

中
加
奈
店
長
を
迎
え
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
毎

年
花
を
楽
し
め
る
多
年
草
で
あ
る
ロ
ー
ダ
ン
セ
マ

ム
、
ゲ
ウ
ム
（
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
）、
デ
ー
ジ
ー
の

３
種
類
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
田
中
先
生
か
ら

は
鉢
底
石
の
重
要
性
（
排
水
が
良
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
ナ
メ
ク
ジ
や
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
予
防
に
も
な

る
こ
と
）
や
多
年
草
の
花
を
長
持
ち
さ
せ
る
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
説
明
を

受
け
、
参
加
者
は
熱
心

に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。「
水

や
り
に
気
を
付
け
て
毎

年
花
が
咲
く
よ
う
に
育

て
た
い
」「
八
重
の
ダ

イ
コ
ン
ソ
ウ
は
ど
ん
な

花
が
咲
く
か
楽
し
み
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い

を
込
め
な
が
ら
嬉
し
そ

う
に
作
業
し
て
い
ま
し

た
。

「
花
桃
の
里
」
へ親
睦
旅
行　
～
弥
栄
女
性
部
～

ふ
わ
ふ
わ
ブ
ロ
ー
チ
作
り

～
跡
市
女
性
部
～

春
の
寄
せ
植
え
教
室

～
三
保
女
性
部
～

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2024年６月号

水稲・野菜の高温対策について水稲・野菜の高温対策について
近年、日本の夏はかつてない高温を記録し、秋になっても夏日が続き過酷

な状況下で、作物にも高温障害による品質低下や収量減といった被害が増え
ています。

高温障害の症状には、葉が萎れる、水稲では未熟粒が多く発生する、結球
性野菜類では小球化する、根菜類では肥大が悪くなる、果菜類は糖度が不足
する、花卉では奇形や花色の不良が多発するなど、さまざまなものがあります。

１．高温障害になりやすい農作物
【水稲（高温障害になりやすい農作物の代表例）】

高温により起こる影響には①追肥や病害虫防除時期を逃す可能性があります。②出穂期～20日間の平均気温
が27℃を超えると、白未熟粒等が発生しやすくなります。③35℃以上の高温が続くと不稔が発生しやすくな
ります。

【葉茎菜類（キャベツ、ブロッコリー、ホウレンソウ等）】
育苗期の場合には、①発芽不良、②生育が遅れる、③萎れる、④葉焼けなどが生じます。生育中には、①生

育が遅れる、②結球性の植物の変形、③芯腐れ、④高温による病気（軟腐病・立枯病・根茎腐敗病など）の発生、
⑤高温による害虫の発生が挙げられます。

【果菜類（キュウリ、トマト、ナス等）】
高温により起こる影響は、①害虫の発生が増える（ハダニ類、オオタバコガ等）、②発芽率の低下、③萎れ、

④葉焼け、⑤着果不良などが挙げられます。

【根菜類（ヤマトイモ、サトイモ、ダイコン等）】
高温により起こる影響は、①発芽不良、②害虫の発生、③高温で土壌が乾燥することによる収量や品質低下

などが挙げられます。

２．高温障害予防対策について
【水稲】

生育をよく観察し、状況に応じてかん水等の水管理を行います。①穂ばらみ期以降で高温が続くようなら、
飽水管理（土が常に湿っている状態を保つために、かん水し、足跡が残るぐらいまで減ったら再びかん水を実
施）を行います。②根を活性化させるために、出穂前30～50日には追肥を行います。また、ケイ酸加里等を使っ
て倒伏軽減にも努めましょう。

【野菜】
① ハウス等の温度や葉の温度などが上昇するのを抑えるため遮光資材等を活用しましょう。
② 土壌表面の温度上昇を抑制、同時に土壌水分低下を抑えるため地温上昇抑制資材（ワラ等）を利用すると効
果的です。③高温な状態下では、蒸散量が増えるので、朝・夕にかん水を行い、土壌の水分量を調整しましょう。
特に曇りがちな天気で雨が降った後などに晴れ上がる場合には、葉や茎が萎れやすいので、早めにかん水を行
います。

穂肥は、成熟期までの稲体の栄養状態を良好に保ち、高品質・良食味米生産と収量の安定化に必要な極め
て重要な作業です。発育ステージの把握は、圃場による差が大きいので出穂予想を考慮しつつ必ず幼穂長
を確認して、適期に穂肥を施用してください。
元肥一発を施用された方は、追肥をする場合がありますので特に稲の状態を確認してください。

水稲栽培ワンポイント水稲栽培ワンポイント
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島根県西部農林振興センターからのお知らせ

初夏の熱中症にご注意！

島根県西部農林振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5615）

熱中症にならないために
①熱中症情報の確認

◦天気や気温を踏まえて、作業内容を考えましょう。
◦熱中症（特別）警戒アラートを確認しましょう。
②熱中症対策の実施

◦高温時の作業は避けましょう。
◦単独作業は避けましょう。
◦こまめに休憩＆水分補給しましょう。
③熱中症対策アイテムの活用

◦熱中症対策アイテムの活用も心がけましょう。熱中症のリスクを下げることができます！
④もし熱中症になってしまったら

◦熱中症の疑いを感じたら、すぐに「作業を中断」し、「応急処置」をしましょう！
【応急措置】
●涼しい環境へ避難　●衣服をゆるめ体を冷やす　●水分・塩分を補給
◦早い対処は快復への近道、疑いを感じたらすぐに対処しましょう。

●令和５年度の夏期（５～９月）において、田畑等で農作業中に熱中症によって救急搬送された
人数は2013人と直近５年で最多となっており、まだ身体が暑さに慣れていない梅雨明けに急
増する傾向があります。

●令和６年２月の気象庁の発表によると、令和６年度も日本の多くの地域で例年より暑くなるこ
とが予想されており、熱中症警戒アラートに注意する等、より一層の熱中症対策が必要です。

熱中症（特別）警戒アラートは
こちらから

環境省：熱中症予防情報サイト

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



以下の日程でＪＡ座談会を開催いたします。

最寄りの会場にご参加いただき、皆様のお声をお聞かせください。

対象店舗 開催場所 開催日 開始時間

浜田支店 ＪＡ地区本部２階第一研修室 7月 10日(水) 13:30

浜田西支店 周布まちづくりセンター 7月 9日(火) 13:30

〃 （長浜地区） ＪＡ旧長浜事業所 7月 9日(火) 9:30

〃 （美川地区） 美川まちづくりセンター 7月 5日(金) 9:30

〃 （美川地区） 美川まちづくりセンター西分館 7月 5日(金) 13:30

浜田東ふれあい店 旧上府事業所 7月 10日(水) 9:30

江津支店

パレットごうつ 2階会議室 7月 4日(木) 13:30

松平地域防災拠点施設 7月 5日(金) 13:30

松平地域コミュニティ交流センター 7月 4日(木) 9:30

〃 （江東地区） 都治地域コミュニティ交流センター 7月 5日(金) 9:30

江津西ふれあい店

二宮地域コミュニティ交流センター 7月 8日(月) 9:30

跡市地域コミュニティ交流センター 7月 8日(月) 13:30

波子地域コミュニティ交流センター 7月 16日(火) 9:30

三隅支店

ＪＡ三隅支店２階 7月 17日(水) 9:30

岡見まちづくりセンター 7月 16日(火) 13:30

井野みのり会館 7月 17日(水) 13:30

金城支店

ＪＡ金城支店２階 7月 22日(月) 9:30

久佐まちづくりセンター 7月 12日(金) 9:30

美又まちづくりセンター 7月 12日(金) 13:30

〃 （波佐地区）
ときわ会館 7月 18日(木) 13:30

小国まちづくりセンター 7月 18日(木) 9:30

雲城ふれあい店
みどり会館 2階中集会室 7月 25日(木) 9:30

かたらいの家 7月 25日(木) 13:30

弥栄事業所
ＪＡ弥栄事業所２階 7月 30日(火) 9:30

杵束まちづくりセンター 7月 30日(火) 13:30

旭事業所

旭事業所 2階 7月 22日(月) 13:30

木田生活改善センター 7月 8日(月) 9:30

和田まちづくりセンター 7月 8日(月) 13:30

都川高齢者活動促進センター 7月 31日(水) 9:30

市木生活改善センター 7月 31日(水) 13:30

※座談会の時間は、おおむね 2時間としております。

※ＪＡしまね 総合ポイントカード「おさいふカード」をお持ちの方は

お持ちください。

座談会出席ポイント（100ポイント）を付与させていただきます。

令和６年７月ＪＡ夏期座談会

開催場所・日程のお知らせ
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9時～14時 Aコープあさひ

江津西ふれあい店
１９日(金)

9時～12時

13時～16時

２９日(月) 9時～1２時 旧 波佐事業所

１６日(火) 9時～14時 Aコープみすみ
３１日(水) 9時～14時 Aコープみすみ

１日(月) 9時～12時 旧 市木事業所

１８日(木)

9時～12時 阿刀の里（跡市）

１７日(水)

13時～16時
２日(火)

旭事業所内

【新作補聴器 体験会】
9時半～14時３０日(火）

３日(水) 9時～14時 Aコープやさか

9時～14時 Aコープやさか

４日(木) 9時～14時 あぐり南（金城）

旧 美川事業所

浜田西支店

メガネネ・ネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ ぞ

移動型店舗店長 狩野 昭弘

『移動型店舗

パリミキカー』
認定補聴器技能者 メガネ＆サングラス

300本～

＋

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ００００９０ ６９５５ １６１２ へ ぞ

令和６年 ７月度 ＪＡ巡回スケジュール いわみ中央地区

運転用、読書パソコン用、遠近両用でも

メガネ一式

税込

１級 眼鏡作製技能士

盆
提
灯
展
示
会

盆
提
灯
展
示
会

会場・日程 ご案内会場・日程 ご案内
ご来場お待ちしております

●江津会場：Ａコープごうつ ２階
６月13日（木）～６月25日（火）
AM９：30～ PM５：00　土・日営業

●浜田会場：地区本部 ふれあいホール
６月29日（土）～７月21日（日）
AM９：00～ PM５：00　土・日営業
（21日 PM2：00まで）
※下記支店にも展示しております。
　（下記支店は平日のみ営業）
●三隅支店　●金城支店
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敬
川
町
　
鯉
の
ぼ
り

７月５日㈮
三隅支店

午後３時から
午後７時まで

７月26日㈮
江津西ふれあい店
午後３時から
午後７時まで

ローン相談
開催中

いわみ中央地区本部
ローンセンター

いわみ中央地区本部１階浜田支店でお待ちしております!!

第２・第４土曜日開催！

受付時間／9：30～15：00
７月 13日・27日

JAしまね　いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741
℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

©よりぞう

日
本
の
春
の
風
物
詩
と
し
て
、
こ
い
の
ぼ
り
は
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
端
午
の
節
句
に
欠
か
せ
な
い
存

在
で
す
。
ま
た
、
こ
い
の
ぼ
り
は
、
家
族
の
絆
を
象
徴
し
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ
の
希
望
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
江
津

市
敬
川
町
で
は
流
れ
る
敬
川
の
下
流
で
、
川
幅
60
メ
ー
ト
ル

い
っ
ぱ
い
に
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
20
匹

を
活
用
し
、
川
の
両
岸
に
あ
る
電
柱
に
ロ
ー
プ
を
く
く
り
、

長
さ
２
～
５
メ
ー
ト
ル
の
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。
敬

川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
恒
例
企
画
で
、
２
０
１
０
年
に
取

り
組
み
を
始
め
、端
午
の
節
句
が
色
鮮
や
か
に
祝
わ
れ
ま
す
。

空
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
は
、
ま
る
で
風
に
乗
っ
て
天
高
く
舞
い

上
が
る
か
の
よ
う
に
見
え
、
通
り
か
か
っ
た
人
た
ち
に
感
動

を
与
え
ま
す
。

敬
川
町
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
地
域
の
伝
統
を
守
り
、
次
世

代
に
伝
え
る
た
め
の
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ

の
美
し
い
風
習
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
敬
川
町
の
こ
い
の
ぼ
り
が
も
た
ら
す
喜
び
と
感
動

を
、
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



18



19




